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議参最適化とその応用機

-第24回

日時:昭和63年 12月 17 日 14:00-17:00 出席者: 15名

場所:九州大学経済学部 4 階演習室

テーマと講師: (1) I労働者の能力差と効率性J 福沢勝彦

(九州大学経済学部)企業とユニオンの双方が独占的状

態にあるときの労働者の能力差が双方にとっての効率性

に与える影響を議論した.

(2) I最適制御問題における 2 次の最適性条件について」

丸山幸宏(九州大学理学部)最適制御問題のクラスとし

て不等式制約が無限個ある場合の最適性条件を導出し，

例jを示した.

務ORjMS とシステムマネジメント物

-第39回

日時:昭和63年 9 月 10 日(土) 13:30-16:30 

場所:東京工業大学 百年記念館第 1 会議室

出席者: 17名 テーマ:人工知能から組織知能へ

講師:丹羽消(日立製作所基礎研究所)

知識の伝承や知識移転に注目したエキスパート・シス

テム開発の重要性について指摘があり，これらを実現す

ることのできるシステム開発づくりについて講演があっ

Tこ.

テーマ: Learning Rate Budget 

講師: Zangwill, W. I. (University of Chicago) 
経験効果を取り入れた部品などの原価の把渥ないし予

算化を行なうため，部品!京価を学習速度の差に応じた成

分に分解して加算可能なモデんとすることについて講演

があった.

・第40回

日時:昭和63年 10月 l 日(土) 13:30-16:30 

場所:東京工業大学 システム科学専攻会議室

出席者: 19名

テーマ:組織知能工学の研究課題 (2)

合宿に続いて，組織認知，組織記憶，組織学習，組織

推論の各視点と全体的な視点について， グループ討論を

行ない，議論の要約を作成した.

・第41 回

222 (34) 

日時:昭和63年 11 月 12 f3 (土) 13:30-16:30 

場所:東京工業大学 百年記念館第 l 会議室

出席者: 13名

テーマ:ソブトシステム方法論と組織知能

講師:中野文平(東京工業大学)

ソフトシステム方法論 (55M) は，思燐造問題に取

り組む実践的な方法論である.そのシステムモデルは，

世界観を明確化したものである. 55Mは，現実世界の

行動とシステム思考での行動とを分け，前者に関しては

問題自身の言葉を利用し， 後者に関してシステム用語

(メタ言語，システム理論)を利用して思考する. 55 

Mは対話を重視する方法であるので，議論を促進する優

れた方法として，組織知能の高度化に貢献するとの講演

があった.

・第42回

日時:昭和63年 12月 10 日(土) 13:30-16:30 

場所:東京理科大学理窓会館会議室 出席者: 24名

テーマ:組織知能と組織情能

講師:松田武彦(産業能率大学)

組織の問題処理に貢献する能力として，組織知能，組

織情能， 組織意能と L 、ぅ組織三能を考えることができ

る.ここで，組織情能は，組織のもつ集合的な感性活性

化能力であり，組織問題の処理に向けて組織成長の人間

情能(感性能力)を高揚し，それを統合する能力である.

組織は，組織革新のため，機会情報や暗黙情報の活用に

より，知価増殖の方策を講ずることはもちろんのこと，

問題本位の精神的強靭性や思想家型，志士型，官僚型人

的資源の組合せによる情価増殖の方策を講ずるべきであ

るとの講演があった.

なお，研究会終了後，忘年会を行なった.

.第43回

日時 1 J114 日(土) 13:30-16:30 

場所:東・京工業大学百年記念館第 l会議室 出席者:27名

テーマと講師:組織知能工学研究の方向つけ 松 fH武彦

(産業能率大学)

組織知能工学は，組織知能を組織の性能 (perfor・

mance) にどう貞献するのかという視点でとらえる.ここ

でいう工学:1，)ムー義の工学である.組織知能はrit知，記憶，

学習，推論という基本的なもの，これらにもとづく理解

や意思決定などと L、う誘導されたもの，さらには組織の

運用や更新，複雑性処理などの組織の活動に関するもの

というように整理することができる.基本的組織知能に

関する多くの課題の指摘とともに，類型論を脱して，市IJ
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